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必要性」の判断方法を探っていく。まず最決平成 19 年 7 月 25 日刑集 61 巻 5 号 563 頁で
は、医療観察法の「医療の必要性」があると判断された者は、措置入院等の他の治療体制
に移すことを検討する必要はないとされたが、医療観察法の医療の手厚さ等を踏まえれば
こうした判断は妥当なものであったと評価する。また、最決平成 29 年 12 月 18 日刑集 71







































































































































































































































































7 頁・31 行 引き続ぎ 引き続き 
7 頁・脚注 8 現代の課題 現代的課題 
8 頁・8 行 相克に軸として 相克を軸として 
12 頁・脚注 27 人格違常 人格異常 
13 頁・16 行 を害害する を害する 
14 頁・脚注 36 をご参照。 を参照。 




17 頁・5 行 19 条 1 項「7 条、…… 19 条 1 項に「7 条、…… 
20 頁・24 行 被告人その行為時に 被告人がその行為時に 
25 頁・脚注 62 裁量、判断する 裁量によって、判断する 
26 頁・10 行 本件の犯行は無作為 本件の犯行は無差別 
26 頁・12 行 保安処分の 監護処分の 
28 頁・4 行 顔面骨折 顔面骨骨折 
34 頁・9~10 行 監護処分の付すため 監護処分に付すため 
35 頁・24 行 公共安全に害する 公共安全を害する 
36 頁・17 行 台湾の裁判所は、 台湾では、 
36 頁・18 行 ……で行われる。 ……で裁判が行われる。 
37 頁・脚注 88 その他の法律が定め その他の法律に定め 
49 頁・27 行 ……を異なるにするとともに、 ……によって異なるとともに、 
51 頁・20 行 うめるものとしているのである うめるものである 
51 頁・26 行 主張していおり 主張しており 
58 頁・8 行 多数を占めた 多数を占めた。 
59 頁・34 行 期間の最上限 期間の上限 
61 頁・表 4 保安に対しも 保安に対しても 
61 頁・脚注 174 不適切である意見 不適切であるとする意見 
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69 頁・8 行 改正刑法草案立法時 改正刑法草案立案時 
69 頁・11~12 行 収容するることにより 収容することにより 
72 頁・11~12 行 （保安処分、精神保健福祉法、矯正
精神医療） 
（保安処分、精神保健福祉法） 
73 頁・4 行 本法の対象行為は、…… 〔一行空ける〕 
本法の対象行為は、…… 
77 頁・12 行 刑事局案とは 刑事局案とも 
78 頁・2 行 判断仕組みと傾向 判断の仕組みと傾向 
81 頁・10 行 以上の 3 要件が 以上の 3 要件を 
82 頁・2 行 処遇の要否と期間の認定 処遇の要否の認定 
84 頁・19 行 自律心と責任感をを醸成する 自律心と責任感を醸成する 
85 頁・25 行 ……を行った者からもたらした ……を行った者がもたらした 
85 頁・脚注 262 白木ほか・前掲注（246） 白木ほか・前掲注（247） 
86 頁・17 行 二つの最高裁判所決定 三つの最高裁判所決定 
86 頁・脚注 263 白木ほか・前掲注（246） 白木ほか・前掲注（247） 
93 頁・13 行 本法における処遇終了後 本法における入院処遇終了後 




96 頁・脚注 290 前掲注（289） 前掲注（285） 
100 頁・脚注 297 前掲注（289） 前掲注（285） 
101 頁・脚注 301 前掲注（289） 前掲注（285） 
115 頁・10 行 国民裁判員 国民裁判官 
117 頁・27 行 国民裁判員 国民裁判官 
118 頁・1 行 紙幅の都合からこれらは これらは 
121 頁・43 行 ……現代の課題……。鈴木…… ……現代的課題……。 
鈴木…… 
 
以 上 
